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第２予算審査特別委員会（第２日目） 1 

H30.3.16 (金)10：00～ 2 

第 一 委 員 会 室 3 

開  会 ９：５９ 4 

委 員 長 おはようございます。ただいまから第２予算審査特別委員会を開会いたします。 5 

 委員動静報告 6 

委 員 長 ただいまの出席委員は９名でございます。 7 

         これより本日の会議を開きます。 8 

 議案第７号 平成30年度滝川市下水道事業会計予算 9 

委 員 長 議案第７号 平成30年度滝川市下水道事業会計予算について説明を求めます。 10 

山崎部次長 （議案第７号を説明する。） 11 

尾崎課長 （議案第７号の詳細を説明する。） 12 

委 員 長 説明が終わりました。 13 

 これより関連議案第９号を含めて一括質疑に入ります。質疑ございますか。 14 

関  藤 それではまず、394ページの１款２項の営業外収益についてですが、ここで985 15 

万4,000円の福祉料金等補てん分というのがありますが、ここで福祉料金に関し 16 

ては、多分生活保護受給者、70歳以上の非課税者、ひとり親家庭の非課税の３ 17 

通りに区分されているのかなと思うのですが、多分５年ほど前に母子世帯から 18 

ひとり親世帯に時代に合わせて改正されているのでないかと思います。まずこ 19 

の福祉料金分というのがこの３つの枠に区分されている理由がちょっとわから 20 

ないので、そこを説明していただきたいのと、例えば保育料金の場合だと第２ 21 

子が半額で、第３子が無料とか多子世帯減免とか、また医療費については例え 22 

ば75歳以上は１割負担というのがあって、また障がい者等についても自動車税 23 

などの減免がされていますが、水道料金はないのが現状なのかと思うのですが、 24 

そこら辺のことをお聞きしたい。福祉料金については今後多分６月議会に改正 25 

案が出されるのと思うのですが、時代に合わせてそこら辺の福祉料金の補填分 26 

に対する考え方をお聞きしたいというのが１点。 27 

 もう一点が396ページの業務費の事務委託交付金、水道企業団への検針等業務等 28 

について、ここの部分で4,100万円というのが出ているが、多分前年度から比べ 29 

ると250万円程度が減少していると思うのですが、その減少した理由。それから 30 

検針については一部が２カ月に１回になったということですが、これが全面的 31 

に２カ月に１回の検針に変わるのはいつぐらいの時期なのか、そしてそうなっ 32 

た場合は、またさらにここから委託料というのは減少していくのかということ 33 

について、この２点お尋ねします。 34 

水田係長 私からは、業務費の事務委託交付金の4,100万円減額になった理由でございます 35 

けれども、こちらは平成29年度、企業団のほうでシステムの更新費用が発生し 36 

まして、それは29年度だけとなっております。その分で平成30年度は減額にな 37 

っています。 38 

 それと、検針の２カ月に１回ということですが、こちらは企業団のほうに下水 39 

道としては委託しておりますので、企業団の状況に合わせながらということに 40 

なりますので、もし２カ月に１回となりましたら金額的なものは減少するかと 41 

思われます。 42 

関  藤 どの程度減額になるのかはまだわからないのでしょうか。 43 

水田係長 今現在はちょっとわからないです。 44 
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 減免の関係、こちらは下水道条例の第38条に規定されてあります生活保護世帯、 45 

70歳以上の単身者、規則に定める要件に該当する者及び母子及び父子家庭に関 46 

する寡婦福祉法に定められている方たちが該当するというのが現状でございま 47 

す。今後について動きがあるのであれば、そちらもそれにのって検討していく 48 

ことになるかと思います。 49 

関  藤 福祉料金に関しては、規定にのっとってというようなことだと思うのですけれ 50 

ども、例えば水をたくさん使う家庭もあれば、一般質問でもさせていただいた 51 

多子世帯は特に水を使ったりするということから考えて、さらなる減免措置に 52 

対しての対象枠を広げていくというような考え方はないのかお尋ねします。 53 

尾崎課長 福祉料金につきましては保健福祉部が所管しておりまして、子育て世代へのい 54 

ろいろな考え方、そういう見直しにつきましては福祉行政で議論されるべきと 55 

考えております。 56 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 57 

舘  内 379ページから381ページの下水道全体のことでお聞きします。 58 

 一般会計からの繰り入れは、平成30年度の下水道事業会計予算実施計画の収益 59 

的収入及び収益的支出では、公共下水道事業収益的収支の営業収支として雨水 60 

用が２億562万9,000円で、営業外収益で他会計負担金が319万2,000円、他会計 61 

補助金が1,437万9,000円で、381ページの建設事業費にかかわる資本的収入では 62 

出資金が３億1,957万2,000円、個別排水処理施設資本的収入で282万1,000円と 63 

なっていますが、以上の合計額が５億6,804万7,000円。年度が違うので、参考 64 

なのですが、これに対して平成29年度の交付税の算定台帳では基準財政需要額 65 

が５億9,421万6,000円となっている。質疑の１点目は、基準財政需要額100パー 66 

セントが繰り入れられているのか。２点目は、このルールはどのようになって 67 

いるのか。３点目は、年度末の考え方と年度末や決算時に調整するのかという 68 

こと。 69 

 次に、395ページの公共下水道事業費ですが、滝川市下水道経営戦略は、平成29 70 

年度から38年度まで10年間として戸別排水処理施設事業については策定済みな 71 

のですが、公共下水道の経営戦略は①いつ出されるのか、②何年度からのもの 72 

か、③仮に30年度からのものとすれば素案など議案に示されるのが遅いのでは 73 

ないかという気がするのですが、いかがでしょうか。 74 

水田係長 まず、１つ目の基準財政需要額100パーセントが繰り入れられているのかという 75 

ことでございますけれども、こちらはそのとおりでございます。 76 

 ２点目、どのようなルールかといいますと、こちらは交付税の下水道費に係る 77 

分を繰り入れしているものでございます。 78 

 ３点目、交付税はまだ30年度は確定していません。平成30年７月ごろに交付税 79 

額が確定しますので、確定した額をそのまま繰り入れしているということです。 80 

 続きまして、経営戦略の関係ですけれども、①いつ出されるのかということで 81 

すけれども、32年度までに経営戦略を策定するということになっていますので、 82 

32年度までには作成します。 83 

 ②については、何年度からのものかということでございますけれども、10年を 84 

基本的につくるということなので、作成から10年間を予定しています。 85 

 ③、策定期限までには策定する考えでございます。 86 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 87 

井  上 395ページ、先ほどの説明を聞いていたら、管渠費のアスベストの除去という言 88 
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葉が出た。アスベストの問題についてはずっと各課でそれぞれあったと思うの 89 

ですけれども、この予算はどこに入っているのかよくわからない。今になって 90 

こういう形で、説明だけ聞いたのだけれども、もう少し詳しくここに至った経 91 

過、現状、今後も続くのか、これに対する財源的なものの補填とかそういうも 92 

のがあるのか、そこのところについて聞いておきます。 93 

尾崎課長 場所につきましては、今使用しておりませんが中島町の下水道終末処理場の管 94 

理棟の一部でございます。アスベストの撤去につきましては、非常に財政的に 95 

厳しいということで、このたび交付金がいただけることになりましたので、今 96 

回計上させていただいております。使っていない終末処理場でございますので、 97 

今までもきちっと施錠と、あとは入れないように封鎖をしています。アスベス 98 

トの除去、撤去が終わりましたら、また同じような管理で人が入らないような 99 

形で厳重に管理していきます。 100 

井  上 そうしたら、衛生センターのほうなのですね。私は別のほうかと思って聞いた 101 

のですけれども、金額的にはどこの項目、節になっているのか、それも含めて 102 

もう一回お願いします。 103 

尾崎課長 支出のほうでいきますと、収益的収入及び支出の公共下水道の１款１項１目管 104 

渠費の中の工事請負費の3,750万円ということで計上しておりますけれども、そ 105 

の中に今回の撤去工事は入っております。金額につきましては、2,000万円で予 106 

定をしております。 107 

井  上 これは、そうすると一部事務組合との関連は出てくるのですか。 108 

尾崎課長 本終末処理場につきましては、滝川市単独で施設を整備したものでございます 109 

ので、一部事務組合との関係はありません。滝川市独自の処理場でございます。 110 

山崎部次長 今の処理場のことに関しましてつけ加えさせていただきます。もともと滝川市 111 

が単独で下水道事業をやっていたときの処理場でございます。今は流域下水道 112 

のほうにのっかっておりまして、その処理場が北海道のほうの流域下水道に切 113 

りかわっておりますので、その現状でいきますと先ほども言いましたように使 114 

われていない過去に滝川市単独の整備をした処理場というところでございます。 115 

あと、そこの部分につきまして、要は管理棟の上屋の一部にアスベストの吹き 116 

つけがございまして、従前からしっかり囲い込みをしながら人が入らないよう 117 

な形で管理をしておりました。今回環境系の交付金がいただけるということで、 118 

30年度にアスベストの撤去を優先して実施していきたいということで予算組み 119 

をしております。 120 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 121 

副委員長 先ほど関藤委員のほうから検針料の業務委託の関係で質疑ありましたけれども、 122 

これは１万8,800戸ということでいいのでしょうか。それと、もう一つは、検針 123 

料の単価はどのようになっているのか。ただ単純に割り返せばいいのかを伺い 124 

たいと思います。 125 

水田係長 件数としては、予算でありますけれども、この戸数でいいと思います。 126 

 検針料の単価なのですが、済みません、こちら企業団のほうでやっております 127 

ので、こちらでは把握していない状況でございます。 128 

副委員長 下水道と水道って連動するのだろうと思いますが、単価がわからないで支出し 129 

ているというのはちょっと理解できないのですが、積算根拠ありますよね。 130 

水田係長 済みません。単価はわからないのですけれども、総額的なものであれば委託料 131 

の検針分としては1,387万9,000円ということで、企業団のほうからの収入にな 132 
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っています。 133 

副委員長 聞こえなかったのですが、検針部分だけは1,800万円ですか。 134 

水田係長 1,387万9,000円です。 135 

副委員長 あとの残りはどのようになっているのだろう。領収書発行分。 136 

水田係長 それ以外でも、検針委託料だけではありませんので、人件費とかそういうもの 137 

を案分しておりまして、営業所分とか本体分とか、水道と下水道でまた案分な 138 

どしております。そういう形になっていますので、具体的な金額というのは、 139 

わからないです。 140 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 141 

（なしの声あり） 142 

委 員 長     質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 143 

（異議なしの声あり） 144 

委 員 長     以上で議案第７号、関連議案第９号の質疑を終結いたします。 145 

 休憩をいたします。 146 

休  憩 １０：３５ 147 

再  開 １０：３８ 148 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開いたします。 149 

 議案第６号 平成30年度滝川市土地区画整理事業特別会計予算 150 

委 員 長 それでは、議案第６号 平成30年度滝川市土地区画整理事業特別会計予算につ 151 

いて説明を求めます。 152 

山崎部次長 （議案第６号を説明する。） 153 

尾崎課長 （議案第６号の詳細を説明する。） 154 

委 員 長 説明が終わりました。 155 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 156 

井  上 区画整理事業なのですが、この事業はこれからどういうふうに展開して、30年 157 

度についてはどの部分がこの予算の対象になっているのか。これからずっと続 158 

くと思うのだけれども、そこの今後の経過についてお願いします。 159 

高橋主査 土地区画整理事業なのですが、確かに歳出歳入3,600万円ということで、金額が 160 

少ないと感じられていると思います。こちらのほうは、実際のところ交付金の 161 

状況が読めないところもありまして、それで交付金事業につきましては当初予 162 

算には算入しておりません。それで、４月当初に北海道から社会資本整備総合 163 

交付金の内示を受けまして、それにあわせて30年度の交付金事業を決定させて 164 

いただきたいと思っております。その上で、できるだけ直近の議会に補正予算 165 

として計上していきたいと考えております。どちらにしても平成30年度になら 166 

ないと、どういう状況になるのかというのは読めませんので、その辺はご理解 167 

お願いしたいと思っております。 168 

井  上 ちょっと理解ができない。どうしてかといったら非常に何か不確実というか、 169 

不安定な答弁です。国の予算が云々というが、これは鳴り物入りの区画整理事 170 

業だと思っていたのだが、そんなに先が見えない事業なのか。それで、関係者 171 

は何人いて、区画整理事業にかかわるところに関係者は何人いて、地権者の部 172 

分だけでいいのだけれども、どのぐらいになっているのか。 173 

高橋主査 まず、地権者につきましては、会社も含めて11件と考えていただいて構いませ 174 

ん。 175 

 それと、地権者のほうにも、もしかしたら延伸になる可能性もあるということ 176 
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で合意というか、その辺もご理解はいただいておりますので、地権者のほうに 177 

つきましては昨年の12月に、もしかしたら事業がおくれるかもしれないという 178 

ことをお話しさせていただいて、ご理解をいただいております。 179 

井  上 私は土地区画整理事業を実際にやってきたものだから、この制度の中身はよく 180 

わかっているのです。それで、そんな不確定なことなのか。11件も関係者がい 181 

て、やっぱりそれなりに予定もあるだろうし、どうなるかわかりませんという 182 

ようなことでは、この事業が大きな道路改良に伴う、また滝川市の交通体系を 183 

考える上で大変大きな位置を占めているということで我々了解というか、賛成 184 

してきたのだが、部長、そこのところ説明してください。 185 

高瀬部長 本件は、この事業を立ち上げるときからいろいろ必要性という部分で、議会の 186 

皆様に議論をしていただいた経過がございます。非常に交通体系としては重要 187 

な幹線だということで、それを進めるためには土地区画整理という手法を使っ 188 

て道路を整備するということでスタートして、説明させていただいたかなと思 189 

っております。やはり幹線ということで、非常に道路も広い、それから自衛隊 190 

から来るところと２丁目のぶつかる交差点部分がいびつな状況になっている。 191 

そして、２丁目通りは坂という部分もある。特にことしのように雪の多いとき 192 

にあの交差点というのは非常に曲がりにくいという部分があって、それが今後 193 

２丁目通り、西２号通ということで、自衛隊前まで直線で行くことになれば、 194 

万が一ことしみたいに非常に雪の多いときには、あの広い道路はバス路線とし 195 

てもメリットになるのかなということで事業を進めてよかったと思っていると 196 

ころでございます。 197 

 この事業につきましては、ベースになるのは社会資本交付金で進めてきており 198 

ます。社会資本交付金は、前政権の時代に地方にとっては使い勝手のいいとい 199 

うことで進んできたのですけれども、現実としては非常に使い勝手が悪いとい 200 

うのが我々にとっての今の認識で、政権がかわればこういう売りのものは消え 201 

ると思ったら相変わらずある。我々としては、この事業については常に社交金 202 

を要望してきています。ただ、どうしても配分という枠の中で配分される部分 203 

があります。これにつきましても昨年ですか、補正という形で、執行残だとか 204 

補正がついた段階で重点的にこちらに回してくれたという部分がございます。 205 

なかなか当初からは道と市との協議の中で、事業の推進については十分国や道 206 

も認識していただいている部分はありますけれども、当初については非常に厳 207 

しい。要は要望をいただいても内示の額が本当に２割とか、昨年は、たしか２ 208 

割だとかという非常に厳しいので、ことしに限っては少し実を持って進めてい 209 

きたいというのが双方での協議の結果になりました。ただ今後については執行 210 

残、補正等についても滝川については重点的に目を向けていただけるという形 211 

で担当レベルといいますか、所管と道と国との協議の中で進めてきているとい 212 

うことでありますので、今額が少ないから事業に対して軽く見ているというか、 213 

そういうものではございません。やはり所管としては、少なくても今後内示が 214 

出て、それからさらにその辺の事業の進め方に対しては補正ということで対応 215 

を進め、議会の承認をいただきながら事業を進めていきたいと考えているとこ 216 

ろでございます。 217 

井  上 私も東滝川でこの手法で団地をつくったのだが、換地評価というのが行われて、 218 

各11戸の家がそれぞれそこに道路ができることによって価値が上がる。下がる 219 

ことはないと思う。上がるということが前提。だから、そういう人方はこれを 220 
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すごく注視している。我々も説明があったときには、ずっと２丁目道路のほう 221 

に行く、総額的にちょっとこれも答えてほしいのだけれども、相当な金額で提 222 

示されて、カラーの図面も全部見させていただいて、そして滝川のためになる 223 

ということで了解をしたわけだが、それが今後どうなるかわかりませんではこ 224 

れは大きな問題になってきます。だから、そのあたりは総額と換地がきちっと 225 

評価されている形になるのかどうか伺う。 226 

高瀬部長 地権者の皆様にそういう換地の部分については、こちらから絵を示した中で理 227 

解をいただいております。ですから、我々としても事業は本当に進めたい。た 228 

だ、どうしても予算の関係ございますので、この件については地権者の方には 229 

本当に親切丁寧にこれまでも説明をしてきたところでございまして、理解はし 230 

ていただいているかなと認識しているところでございます。具体的な数字とい 231 

うものが示せるかどうかはあれなのですけれども、担当のほうから相手様の方 232 

に対しては、説明はこれまでも十分させてきていただいているところでござい 233 

ます。 234 

高橋主査 大変説明不足で申しわけございません。金額のほうにつきましては、計画上は 235 

あくまでも３億9,000万円ということになっております。それであと、実際に今 236 

年度、29年度まで、約１億2,600万円を工事で使っているということでご理解い 237 

ただきたいと思います。 238 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 239 

関  藤 359ページの給与等に要する経費の一般職ですが、438万円ということで、他の 240 

事業会計の一般職から見ると50万円ぐらい高い。特に扶養手当に関する部分、 241 

それから期末手当、勤勉手当、これを合算すると180万円強の金額になっている 242 

のですが、これも他の事業会計の一般職の給与から見るとかなり高くなってい 243 

るのと、それから365ページの一般職の総括で超過勤務手当、これが前年比から 244 

見ると、倍とまではいきませんけれども、43万6,000円から76万円というぐあい 245 

にかなりな高額な金額がふえているのですが、このあたりの説明をお願いしま 246 

す。 247 

高橋主査 まず、給与等に要する経費ということで、こちらは係長職ということで給料の 248 

提示をさせていただいております。ご指摘のありました超過勤務手当が高いと 249 

いうことですが、こちらのほうも当然財政課とも協議した上で決定している部 250 

分ではございますが、職員１名分を計上させていただいております。ただ、昨 251 

年度よりは確かに高いというご指摘はあるかとは思うのですけれども、私ども 252 

としては土地区画整理事業、こちらの事務的な業務が結構多いものですから、 253 

その辺も含めてご相談した上で財政サイドと決めさせてもらったということで 254 

ございます。 255 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 256 

（なしの声あり） 257 

委 員 長     それでは、質疑はないということで、質疑の留保はなしと確認してよろしいで 258 

すか。 259 

（異議なしの声あり） 260 

委 員 長     それでは、以上をもちまして議案第６号の質疑を終結いたします。 261 

 ここでお諮りをいたしますが、午後からの滝川市公営住宅事業特別会計予算を 262 

繰り上げしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 263 

（異議なしの声あり） 264 
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委 員 長 それでは、入れかえのため暫時休憩をいたします。 265 

休  憩 １０：５６ 266 

再  開 １１：００ 267 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開いたします。 268 

 議案第３号 平成30年度滝川市公営住宅事業特別会計予算 269 

委 員 長 議案第３号 平成30年度滝川市公営住宅事業特別会計予算について説明を求め 270 

ます。 271 

山崎部次長 （議案第３号を説明する。） 272 

伊藤課長 （議案第３号の詳細を説明する。） 273 

委 員 長 説明が終わりました。 274 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 275 

関  藤 237ページ、市営住宅等の維持管理に要する管理代行負担金１億1,344万円につ 276 

いてお尋ねいたします。多分これは２年目に入るのかなと思うのですけれども、 277 

どこかの会派で一般質問の中でもされていたのかなと思うのですが、なかなか 278 

遠くて使い勝手が悪いというような話を私も若干聞いたりもする。抽せんとい 279 

うのが４月と10月に行われている。例えばその抽せんだけでも役所でできない 280 

のかということが１点と、他市町村の状況等も若干調べてみましたら、抽せん 281 

の申し込み等とか、さらにその結果ですか、そういったのをはがきでやりとり 282 

しているような自治体もあるように聞いていますが、そのようなことを滝川市 283 

としてやれないのか。その場合に、例えば４月、10月に行う抽せん会を役所で 284 

やった場合、業務がふえた分どの程度予算計上が必要になってくるのか、また 285 

はがきでやりとりをした場合の予算の増減というのはどの程度あるのか。当然 286 

はがき代や何かはふえるのでしょうけれども、業務委託に関してはその分は少 287 

し減ってくるのかなと思うのです。そこら辺の考え方を尋ねします。 288 

鎌塚係長     現在、指定管理者制度を導入しまして、１年目を間もなく終えるところです。 289 

４月と10月に開催しているのは、あき待ち登録という形で、年間を通して上半 290 

期と下半期で取り扱いを分けております。それで、それぞれの上期、下期の始 291 

まりについては、やはり登録を希望されているお住まいが遠方にある方だとか 292 

近い方さまざまいますから、来た順番になると不公平感がありますので、待つ 293 

順番を決める抽せん会を４月と10月に行っています。日常的な登録は、事務所 294 

があいている時間帯はいつでも登録できます。それぞれ団地ごとに申し込んで 295 

登録した順番にするというような仕組みになっております。 296 

 事務所の場所の関係ですけれども、私の記憶ですが、過去に総務課から市役所 297 

の施設を使用した場合の質疑に対して答弁があったと記憶をしているのですが、 298 

そういう要望があれば目的を検討した中で、総務課で施設の貸し出しについて 299 

協議して判断するという形になりますので、一概に公営住宅だけで民間企業に 300 

施設を貸す、貸さないという判断はできないと考えています。 301 

 事務所が変わって、事務作業が変わってということで、郵便関係のお話もあっ 302 

たかと思いますが、基本的に登録していただいて順番が来た場合、これは現在 303 

もそうなのですが、はがきで通知しておりますので、そういった郵便料につい 304 

ては、当然積算の中に計上して代行負担金という形で設定しています。他市町 305 

の情報、ご意見もいただきましたけれども、ほかの地域でやられているのは、 306 

実際入る方を決める抽せん会を多くやられていると思います。滝川市は、先ほ 307 

どご説明しましたように申し込みをして順番を待つという仕組みで、取り扱い 308 
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の手法が違うので、全てを登録していただいて、結果を報告するという人を動 309 

かさないではがきのみで実施するということは困難というよりかは、直接本人 310 

と面談して、さまざまな希望に沿った情報だとか市営住宅の取り扱いだとか、 311 

事前に面談でこちらからお伝えしたいこともありますし、聞き取りしたいこと 312 

もありますので、きめ細かな対応をさせていただいているということで、窓口 313 

対応を重点的にやっているところで現状の対応を進めています。そういった意 314 

味では引き続きさまざまな希望の状況、情報も聞きながら、どういうところを 315 

希望して、どういうところを紹介したらいいのかというところも面談を通じて 316 

対応していきたいと思いますので、現状の取り扱いを進めていきたいという考 317 

え方を持っていますので、ご理解いただければと思います。 318 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 319 

舘  内     ２点ございます。歳出の１款１項１目の住宅使用料のことについてですが、空 320 

き室をいかに減らすかというのが公営住宅会計の30億円近い起債償還残高の中 321 

で適正な改修と修繕を続けていく財政的な安定化の鍵になるのではないかなと 322 

思うのですが、結構空き室も政策的にあけているところもあるのでしょうが、 323 

この間話を聞いたところによると、見晴の特公賃のほうが15室ある中で６室あ 324 

いているという話も聞いております。ちょっとこれはあき過ぎなのかなと私は 325 

個人的には思ったのですが、もしこういう形であいている状態が続くと市営住 326 

宅の財政的な損になるのではないかなと私は思ったのですが、入居率が低い要 327 

因がどういう要因があるのかということと、あと今後拡大に向けてどのように 328 

取り組まれるのかをお尋ねしたい。 329 

 ２点目は、239ページ、緑町団地建替第三期工事が２億2,800万円、また東町団 330 

地の第三期工事もほぼ同額。それで完成までの１戸当たりの建設費というもの 331 

を出していれば教えていただきたいと思います。 332 

鎌塚係長     市営住宅ともう一方、特定公共賃貸住宅、特公賃ということでお伝えさせてい 333 

ただきたいと思いますが、ご存じのとおり、市営住宅は生活困窮者ということ 334 

で、所得上限を15万8,000円以下ということで、基本的にそのライン以下の方に 335 

提供しているというのが１つで、特定公共賃貸住宅については民間賃貸住宅を 336 

補完する目的のために当時建設されたものでありますので、生活困窮者という 337 

よりは通常の民間住宅のサポートというところで建設しているので、目的は違 338 

います。しかしながら、ご質疑のあったとおり、市営住宅事業を運営していく 339 

中では歳入としては１つで、ご質疑の中でありました今現在も特公賃につきま 340 

しては、１棟15戸の管理戸数ですけれども、６戸あいております。やはり希望 341 

者がいないというのが現実的にあるのですが、当然今まで住んでいた方も所得 342 

が下がって、市営住宅に住みかえているという現状もこの間あります。 343 

 要因ということになりますと、これは市営住宅も同じような状況が言えるのか 344 

なと思いますが、滝の川の地区にさまざまな市営住宅があります。そちらのあ 345 

き状況も増加している状況にあるので、そういった立地条件、そういうのもあ 346 

ろうかと思っています。特公賃につきましては、今ほどご説明しましたとおり、 347 

民間の賃貸住宅を補完するというところで、建設当時は民間の賃貸住宅が少な 348 

かったという背景があったと思います。ただ、建設以降直近まで滝川市内は特 349 

に民間住宅が多いのかなと、建設が進んで多いのかなという思いもあります。 350 

その一方、民間の住宅も空き家も目立ってきているという現状もあります。そ 351 

ういった意味では、なかなか当時の特公賃の建設目的である役割が薄らいでい 352 
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るのかなと考えているところではございます。引き続き当然ホームページなど 353 

も活用しながら周知は図っているのですが、今後そういう住宅のＰＲ活動につ 354 

いては、ほかに手法がないか指定管理者ともお互い協議して打ち合わせしなが 355 

ら、より知っていただくという取り組みを進めていきたいと考えております。 356 

 もう一点、建設事業の関係になりますが、緑町団地第三期工事につきましては 357 

２億2,800万円計上しております。東町団地につきましては、課長の説明にもあ 358 

りましたように２カ年事業になりますので、こちらは２カ年で30年度は３割分 359 

の予算計上となり、２億2,500万円です。 360 

 まず、緑町団地第三期工事の関係について戸当たり単価ということなので、お 361 

答えしたいと思いますが、緑町団地第三期につきましては２棟12戸の建設にな 362 

っておりますので、単純計算ではございますが、12戸で割り返すと1,900万円と 363 

なります。東町団地第三期工事、今ほどお話ししました30年度予算は30パーセ 364 

ント分ということになりますので、完成を想定したときの１戸当たりの単価と 365 

いいますと、全体で事業費は７億5,000万円想定しておりまして、１棟30戸とな 366 

りますので、単純に割り返すと戸当たり2,500万円の単価になります。 367 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 368 

井  上 それでは、237ページ、今の民間委託という中での質疑があったのですが、非常 369 

に方向性としては大きな決断で、部長以下頑張ってやっていただいているとい 370 

うことで感謝申し上げたいのですけれども、ことしみたいな豪雪のときに除雪 371 

だとかその辺の関係について、委託者業者とどういうふうになっているのか、 372 

その状況についてまず１つお伺いをしておきます。 373 

 もう一つは、今舘内委員からあったが、実は私は大きな意味で、この住宅だけ 374 

ではない。住宅政策というのは、滝川市のいろんな地域政策でもあり、教育政 375 

策でもある。だから、その辺の関連がうまくいっていないから、いろんな問題 376 

が起きる。江部乙にしても、東滝川にしてもそういうことに乗じて子供たちが 377 

少なくなるとか、それで東滝川のことを質疑するが、この間町内会長に聞いた 378 

ら、東栄団地は物すごくあいているという。半分ぐらいあいているのでないか 379 

ということで聞いたものだから、今の舘内委員の質疑の答弁に一般的なアンサ 380 

ーがあるのだけれども、そうではなくて、具体的な質疑として東栄団地の空き 381 

室はどんな状態になっているのか。そして、空き室について今人気がないよう 382 

な答弁でした。そうしたら、人気があるようにするにはどうしたらいいかと、 383 

その辺は政策的なことです。だから、その辺についてどういうふうな考えを持 384 

っているのか。もう一つ、江部乙地区についてもどのような空き室状態になっ 385 

ているか。 386 

鎌塚係長     まず、１点目、指定管理者制度の代行負担金の中に除雪の関係ということで、 387 

指定管理者での代行負担金の積算根拠を明示しているわけではございませんの 388 

で、当然人件費、維持管理を含めて、総体として幾らということで、30年度に 389 

関しましては１億1,394万7,000円で積算していますので、ご質疑にあった除雪 390 

を何回だとかそういう状況について、何回の分を見込んでいますというような 391 

細かい回数や具体的な協定を結んでいるわけではございません。日常的に発生 392 

している部分についてはやっていただく。当然年によって少ない、多いの差は 393 

ございますし、修繕についても回数の増減がありますから、実際に日常的に管 394 

理する部分につきましては、この金額でやっていただきたいということで契約 395 

しています。 396 
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 ただ、今回の状況について、江陵団地を初めそういう雪害の状況は発生しまし 397 

た。当然そういったところについては、不可抗力といいますか、想定し切れな 398 

い部分がございましたので、施設にかかわる損傷を受けた部分については、市 399 

直営として対応しているという状況にございますので、その点についてはご説 400 

明しておきたいと思います。 401 

 空き家の状況について、現状の確認ということでしたが、直近２月末の状況で 402 

報告させていただきたいと思います。東栄団地につきましては、管理戸数43戸 403 

ございますが、そのうち19戸あいています。あわせて江部乙地区の新興団地、 404 

こちらは管理戸数28戸ありますが、空き家については13戸。江南団地は管理戸 405 

数108戸ございますが、空き家が36戸。最後に北辰団地は、管理戸数98戸に対し 406 

まして空き家が20戸となっておりますので、ご報告します。 407 

伊藤課長 都市マスタープランにおける核ということで２つの核、江部乙、東滝川という 408 

ことで挙げられております。それと、滝川市街地ということになりますけれど 409 

も、現状で申し上げますと、今係長からお伝えしたようにあきは相当目立って 410 

いるところです。長く住み続けておられた高齢者の方、この方たちが施設に入 411 

られたり、あるいは亡くなられたりということで退去されていって、それに対 412 

する補充が余り見られないという状況です。 413 

 ことし長寿命化計画を策定しました。その中で、各団地入居者の方にアンケー 414 

トをとらせていただいております。東栄団地の方25世帯ほどに回答を寄せてい 415 

ただきました。東栄団地につきましては、これはまだ比較的新しい住戸で、住 416 

戸に対する満足度は、非常によかったという結果です。住宅周りの環境、これ 417 

についても皆さん満足しておられる。ただし、どうしても長く今後も住み続け 418 

たくないという意見があったのは、通院、買い物、通学、通勤が不便であると 419 

いうような状況で、今後とも余り住み続けたくないというようなアンケート結 420 

果になってございます。委員さんもおっしゃられたとおり、単に住宅政策では 421 

解決できる問題ではございません。いろいろな都市マスタープランにも上げて 422 

おります地域核、こういったものの振興というのもあわせて今後とも住宅施策 423 

についても検討してまいりたいと考えているところです。 424 

井  上 これは言っておくのだけれども、やっぱり今言った地域核というのが全部崩れ 425 

てくるということ。だから、そういう中でこれからどうするかということが予 426 

算委員会なのです。だから、単純に鉛筆なめてやることではない。そういう観 427 

点で住宅政策というのをやらなかったらだめだし、私が言ったのは、そんなに 428 

あけておいていいのですかということを言ったでしょう。江部乙なんかでもす 429 

ごいでしょう。100戸近いのでないか。そういう中で、江部乙だって学校の統合 430 

の問題まできている。そういうことも含めて大きな問題。だから、これは考え 431 

方として、部長答弁していただきたいのだけれども、今あるものに対してどう 432 

いう手だてをしたら入るかということも含めて答弁してください。 433 

高瀬部長 確かに建物だけの問題ではないと思います。そういうことの観点からいっても、 434 

市としては今までもいろんな移住定住だとかを含めた中で、政策としていかに 435 

住んでもらえるかという部分があります。ただ、市内においては、先ほど課長 436 

が説明させていただいたように自然的に減ってきている部分もある。それでは、 437 

そこにあえて市内からそちらに住んでいくような要素があるかといえば、なか 438 

なかこれは現実厳しいと思います。そういう観点も含めまして、予算が限られ 439 

た現実的な部分を含めて今回長寿命化計画の中にも、まずは順番として開西、 440 
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それから江部乙ということを向こう10年の中で、その中でも高齢の方、子育て 441 

世代、それから民間の人たちにもうまく土地を利用してもらうような、そのよ 442 

うな計画を提案させていただいています。そういうことから、我々としてはた 443 

だ単にそこに建てかえて、そこに住んでもらうのではなくて、そういういろん 444 

な方面からのアイデアをもらえるようなことを考えた中で長寿命化計画を策定 445 

しております。まだ公にはしていないところでございますけれども、今後策定 446 

の段階では議会にも説明させていただくことになろうかと思います。そちらを 447 

見ていただければ、我々の今後における住宅施策、これは団地だけではなく一 448 

般住宅も取り込んだ中での住宅施策をどうするかというようなことも盛り込ん 449 

で考えているところでございますので、今の段階ではなかなか具体的にはあれ 450 

なのですけれども、そういう今井上委員が言われたようなことについては、か 451 

なり踏み込んで提案させていただいているところですので、ぜひ期待していた 452 

だければと思うところです。 453 

井  上 これは大事なところなので、話ししますけれども、本当に地域にとっては必須 454 

なこと。だから、その辺の認識がどうもないような気がする。教育的な政策も 455 

含めてトータルな政策をやってもらわなかったら、期待していただきたいと言 456 

うけれども、私はさっと見てみたが、結局場所的に機械的な延長計画。だから、 457 

そういう都市核というものを考えた上での計画でない。そこの都市核が崩れて 458 

しまうのです。だから、その辺のことも含めてやっていただきたい。 459 

高瀬部長 先ほど来から我々も住宅だけではないという部分で、今回の計画策定において 460 

は民間の方も入っていただき、それから市内部でも建築だけではない部分でト 461 

ータルで策定してきている経過がございます。我々としても今井上委員が言わ 462 

れたように３核、滝川、江部乙、東滝川、この都市マスで策定した核になる部 463 

分、これについては忘れてはおりません。こういうことを前提にした上で事業 464 

は進めてきているところです。ただ、やはりこれは事業を進める上では予算と 465 

いう制約がございます。特別会計という枠の中で進めていく上で、この順番と 466 

いうことでやってきております。そういう面でいえば、東滝川という団地だけ 467 

で見れば、先ほど課長も説明しましたけれども、まだ年数的には新しい部分も 468 

ございます。そういうことからいえば、古いものから手をつけていくという順 469 

番の中で作業は進めていきますけれども、そこに根底にある基本的な考えに関 470 

しては、いかにコミュニティを大事につくっていくかという部分を前提に考え 471 

ているところでございますので、今後そういうふうに進めていきたいと考えて 472 

いるところでございます。 473 

井  上 これは市長の総括に残します。 474 

委 員 長 どういうことを留保したいのか。 475 

井  上 住宅政策。ほかのほうやって。 476 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 477 

水  口 市営住宅の指定管理、29年度１年目、そして30年度が２年目ということで、管 478 

理代行負担金に関しては、修繕分が減ったということでの説明でございました 479 

けれども、29年度大きく指定管理という形で動いて、ふぐあいもしくは不都合 480 

な点があって、それをこういう形で変更して、30年度反映していきますという 481 

ようなものがあればちょっとお示しをいただきたいと思います。 482 

鎌塚係長 ただいまのご質疑にお答えします。 483 

 まず、１点、指定管理者の代行負担金は29年度から30年度で金額は減っていま 484 
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す。その減った大きな要因は、通常直営でやっていたときに毎年計画して計画 485 

修繕という個別修繕がありまして、その額が変わっている。日常的な維持管理 486 

費、そこは変動ございません。 487 

 ふぐあい、不都合はあるのかというご質疑もございました。管理上当然修繕で 488 

すとか委託、点検等々、これは直営でも指定管理でも同じですけれども、その 489 

中でふぐあい、不都合を意識したことはございませんし、それが発生したとい 490 

うこともございません。ただ、対応の仕方ですとか、当然直営でやっていた場 491 

合とこの間29年度から指定管理にした場合と使う業者も変わってきております 492 

ので、その辺は29年度１年間終わった段階で精査した中で、どのような取り組 493 

みが行われてきたか、そういった検証を進めた中で次の２年目にどう生かせる 494 

かを含めて検証していきたいと考えておりますので、現状ご質疑にあった内容 495 

については、特段把握はしておりません。 496 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 497 

山  本 水口委員とも関連するのですが、指定管理の滝川ガスさんの関係です。今指定 498 

管理をやられていて、団地等に入っている住民の方々から、いろんな苦情が多 499 

分滝川ガスさんに直接言っている部分もあるのでしょうけれども、市のほうに 500 

も直接来るという、そのトータルの件数的な部分は今までとは変わらないのか 501 

なという気がするのですけれども、その辺で何か特段変わった状況というのは 502 

生まれたのかどうかお聞きしたい。それとことしは特に雪の多い年だったので、 503 

例えば住んでいる住民の方々が絶対雪落としが不可能な屋根なんていうのもあ 504 

ります。そんな関係の対応や何かについてもその指定管理の中の業者の方にや 505 

っていただかないと、まさか２階建てのところに住民の方が上がって屋根の雪 506 

落としをするということにはならないと思うので、直接落ちてくれればいいの 507 

ですが、ことしの場合は落ちないような状況も続いて、僕ら回ってみても非常 508 

に危険な状況のところが大分あったと思うのです。その辺の対応や何かことし 509 

うまくいったのかどうかお伺いしたいと思います。 510 

鎌塚係長 ２点ご質疑をいただきました。まず、１点目の苦情の関係でございますが、当 511 

然生活のある中で、入居者トラブル、人の関係のトラブルというのは直営時代 512 

も、また指定管理に入ってからもございます。あとは、駐車場の車両のとめ方 513 

だとか、そういった部分で、指定管理になったことによって苦情の質だったり、 514 

量だったりというところの変化はないと考えております。 515 

 雪の関係ですが、基本的に入居する際にも、入居した後も、住戸を提供してい 516 

る期間は入居者が管理をしていただくというのが条件で、またそれを納得して 517 

いただいた中でその住戸に入るという判断をしていただいておりますので、ま 518 

ず入居した場合は特段管理側、これは直営のときは市、現在指定管理のときは 519 

滝川ガス、どちらかで対応するということは基本的にはございません。入居者、 520 

もしくは入居者の知人、知友人、親族、または業者発注、これは入居者のほう 521 

で対応していただくというのが基本となっております。ただ、今お話がありま 522 

したとおり２階建てですとか、これは中層住宅のベランダでもそうなのですが、 523 

最上階に住まわれている方もそうなのですが、雪庇のように巻いてくることが 524 

ございます。基本的には窓からつつくこと、これは直営のときに私もあったの 525 

ですが、できないので、お願いしたいと協力を求められたときにはそういう対 526 

応をしております。現状も対応は変わっておりません。重ねた答弁になります 527 

けれども、基本的に入居者に住戸を提供している場合は入居者に管理していた 528 
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だくというのが条件の中でお住まいになっていただいておりますので、そうい 529 

うことでご理解いただければと思います。 530 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 531 

副委員長 237ページ、市営住宅等の維持管理に要する管理代行負担金の関係ですが、まず 532 

29年度１年やって、今回の予算というのは、先ほど説明あったように修繕費が 533 

少し減ったというお話がありました。ただ、30年度の効果額というのはその修 534 

繕費だけでなくて、あるいは人件費だとかいろいろあると思うのです。全体の 535 

効果額というのはどのぐらいになっているのか、まず伺いたいと思います。 536 

 それと、29年指定管理代行ということで、私も賛成させていただいた一人なの 537 

ですが、そのときにお話があったのは、経済波及効果、あるいはサービスの向 538 

上があったと思うのですが、その辺はこの30年度に具体的なサービス、何かそ 539 

ういったものがあるのかを伺いたい。 540 

 ２点目は、これは本会議でもありましたけれども、長寿命化計画の中に新町団 541 

地のオイルサーバーの話が出てきます。ところが、新町団地以外でもエレベー 542 

ターのない４階、５階に住んでいる高齢者ひとり住まい、そういった方々もい 543 

らっしゃるわけです。それで、私が期待するのは、管理代行していただいてい 544 

る滝川ガスさん、あるいはそれ以外の民間の方でもいいのですけれども、そう 545 

いった高層階にいらっしゃる高齢者の方への対策がこの30年度に何かあるのか 546 

どうなのかを伺いたいと思います。 547 

鎌塚係長 ただいまのご質疑にお答えさせていただきます。 548 

 まず、修繕費、指定管理者代行負担金における効果額ということで、先ほど水 549 

口委員のご質疑の際にもお答えさせていただきましたが、修繕費の減少ではな 550 

くて、個別改修の計画修繕というものを毎年度想定しているのですが、例えば 551 

水道メーターを取りかえるだとか、灯油メーターを取りかえるだとか、非常用 552 

照明を取りかえるだとか個別に毎年計画しているものがありますので、これは 553 

直営時代からずっとあるのですが、それは毎年設計されているもので、29年度 554 

はその分が費用としては落ちる、そういった意味で負担額が落ちているという 555 

ような中身が特徴的なところです。 556 

 効果額になりますが、基本的には過去の実績を算出して、指定管理者代行負担 557 

金を積算しておりますので、大きなところで言えば直営で職員数、人件費、そ 558 

こはやはり大きな効果額、目に見える効果額として出る。それは1,000万円ぐら 559 

いあるのかなと思います。決算がこれからですので、具体的に細かなところは 560 

これからになります。今後の決算委員会等々でご確認していただければと思う 561 

のですが、そういった意味ではそれ以上の効果は生めるものと当初から想定し 562 

ておりますので、具体的な数字につきましては決算のほうでお伝えできればと 563 

思っております。 564 

 あわせて指定管理者制度を導入したときのお話で、経済効果ですとかサービス 565 

向上、もちろんそういうご説明もさせていただきましたし、実際29年度から制 566 

度を導入しまして、滝川ガスに指定管理者を受けていただいたところ、実際に 567 

職員の雇用、導入する際に私どもも説明させていただきましたが、雇用創出に 568 

もつながっているという現状も見えていますし、また指定管理、日常の管理以 569 

外の部分で自主事業ということも求めております。29年度においては、これは 570 

報道にも出ていたと思いますが、指定管理者を受けた滝川ガスの自主事業とし 571 

て、みずほ団地と開西団地、ここで野菜の販売を行って、盛会に終わっている。 572 
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これは今後も続けていくということで、直営でやっていたときよりもそういっ 573 

た意味では単に団地の管理以外のこともさまざまな向上につながっているもの 574 

と考えています。団地の管理については時間外、また土日祝日の休日の対応も 575 

民間企業ですからさまざまな電気、建築、そういう資格を持っている方が社員 576 

にいます。そういった意味では、即時対応というのはかなりやられております。 577 

それもサービスの向上につながっているものと実感しております。 578 

 ２点目の長寿命化計画に盛り込んだ新町団地以外もということで、階段タイプ 579 

の人的サービス的なところですが、指定管理者代行負担金の中では当然含んで 580 

おりませんので、ここに対する対応がどうかということになるとなかなか所管 581 

ではどうするという判断はできないですが、そういう要望も現にあるというこ 582 

とで、指定管理を受けていただいた滝川ガスで会社として判断できるか、また 583 

石油協会さんのほうでも何かそういう方策が今後生めないか、そういったとこ 584 

ろもこれからの連携の中で相談させていただければと思います。やはり市とし 585 

て対応できるのは、この間の答弁に重なるのですが、どうしても灯油の運搬を 586 

最重要な課題として生活の中に置かれているのであれば、即対応できるのはソ 587 

フトの対応になりますので、滝川独自として住みかえも認めていますので、そ 588 

ういった相談を受けながら、今の課題をどうクリアしていくかというご相談は 589 

個別にさせていただければなと思っていますので、引き続きでき得る対応がな 590 

いかということで、検討は進めていきたいと思っております。 591 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 592 

（なしの声あり） 593 

委 員 長 ないようですので、それでは先ほどの井上委員の質疑の留保をもう一度ご説明 594 

願います。 595 

井  上 関係部署は、非常に一生懸命やっていると思います。私も敬意を表するのです 596 

が、これは政策的な問題。東滝川でも小学校がなくなり、店舗がなくなり、い 597 

ろいろそうなってきている。江部乙でも同じことが起きているのです。だから、 598 

そういうことは担当課だけの判断ではできないのです。そういうことからいっ 599 

たら、住宅政策と都市核、マスタープラン、それがうまくマッチしていないか 600 

ら、こういうことが起きている。そして、長寿命化対策、これも地域政策でも 601 

あるのだから、その辺のことも含めて、市長の政策判断の問題だから、市長に 602 

聞かなかったらだめ。要点としては、長寿命化対策と地域政策、それから公営 603 

住宅政策とマスタープラン、これに関しては市長に残します。 604 

委 員 長 今井上委員のほうから留保をしたいということですが、いかがいたしますか。 605 

答弁できるものがあれば答弁でもいいのですが。 606 

高瀬部長 質疑の趣旨は、我々としてもわかるのですけれども、予算としての留保案件と 607 

いうことにつながるのかというので我々は今戸惑っているところです。今まで 608 

私も留保の経験がいろいろありますけれども、そういう観点から見たときに、 609 

この委員会として予算上の留保の対象になるのかなということを疑問に思うと 610 

ころです。いかがなものでしょうか、委員長。 611 

委 員 長 副委員長。 612 

副委員長 私もこれは公営住宅の予算審議なので、今のは公営住宅以外の部分にわたって 613 

おります。ですから、私は一般質問でやるべきではないかと思っております。 614 

委 員 長 井上委員。 615 

井  上 そうしたら予算に反対すればいいということか。これは、つながっているので 616 
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す。 617 

委 員 長 ほかの委員でこの案件について何かご意見ございますか。 618 

関  藤 井上委員のご質疑の趣旨とか問題視していることは、住宅問題に対する問題意 619 

識は私も非常に理解します。ただ、部長のご答弁の中で、今回のこの予算に関 620 

連づけて、住宅問題、予算が伴わなければ前に進まない部分もあるというよう 621 

なご答弁もいただいて、そして部長もその住宅問題に対して江部乙、東滝川等々 622 

も含めて重要な課題としての意識は持っているという答弁もいただいたところ 623 

で、市長にこれを留保して聞いても、多分部長のご答弁以上のものも以下のも 624 

のの答弁もできないのでないかと思う。ですから、これは部長職のご答弁で十 625 

分だったのかなという意識を僕は持っているのですけれども、いかがなもので 626 

しょうか。 627 

井  上 そういうことはいわゆる長寿命化対策で地域的な政策も含めてやるといったら、 628 

これは現に公営住宅建設費、これにかかわってくるから言っているのです。 629 

委 員 長 山本委員。 630 

山  本 井上委員のおっしゃることは重々わかるのですけれども、予算に関連するとい 631 

うことは、この住宅の今つけた予算がそういった地域政策にのっとっていない 632 

から、全体反対だというふうに聞こえるのです。今これは予算審査なので、そ 633 

ういうところがついていないからこれはだめだということで予算全体反対とい 634 

うことになってしまうと思う。そうではなくて今部長の言われるように、それ 635 

も計画の中でやって、地域計画で政策はやるし、今三上副委員長の言われたよ 636 

うに一般質問のほうが私はいいと思うのですけれども、井上委員、どうでしょ 637 

うか。 638 

委 員 長 ここで休憩をいたします。 639 

休  憩 １１：５１ 640 

再  開 １１：５４ 641 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開いたします。 642 

 今休憩中にお話しした井上委員の留保案件については、理解を得て、一般質問、 643 

あるいはほかの場で質疑するということで、この場においては留保なしと確認 644 

してよろしいですか。 645 

（異議なしの声あり） 646 

委 員 長     以上で議案第３号の質疑を終結いたします。 647 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 648 

 次回は３月20日火曜日午前10時から会議を開きます。 649 

 本日はこれにて散会いたします。ご苦労さまでした。 650 

散  会 １１：５５ 651 


